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海⾺体を参照した確率的⽣成モデル
の実装

第８回全脳アーキテクチャシンポジウム
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脳参照アーキテクチャ(BRA)駆動開発における位置づけ
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概要

空間認知を司る脳部位として知られている海⾺体を参照した
確率的⽣成モデルの構築について紹介する。
また、構築したモデルを移動ロボットに実装した際の
⾃⼰位置推定タスクへの有効性について述べる。
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エゴセントリックな情報
（主観座標系の視点）

アロセントリックな情報
（客観座標系の視点）

自己位置推定
(Path integration)
は主にMEC側

動作情報
（回転速度）

予測的な情報

過去の推定位置のRefine

LEC側は場所の概念的な
情報を担う（表現学習）

LECとMECからの
２つの情報を統合

HF-PGM：
海馬体の確率的生成

モデル

（SLAM+空間認識）

Akira Taniguchi, Ayako Fukawa, 
Hiroshi Yamakawa, "Hippocampal 
formation-inspired probabilistic 
generative model", Neural Networks, 
Vol.151, pp.317-335, 2022.
https://www.sciencedirect.com/scienc
e/article/pii/S0893608022001332
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海⾺体のBRA形式データ（HF.bra)

参考資料︓
• 脳参照アーキテクチャ(BRA)データの記述マニュ

アルおよび具体例の公開
• 第1回 WBAレクチャー〜認知機能の脳構造に沿

った分解⼿法―脳機能の体系的理解を⽬指して
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RSSM＋MCLによる⼤域的⾃⼰位置推定、誘拐ロボット問題への対応

提案モデル2のパーティクル置換によって統合
したモデルがMCL（ベースライン）より優位
モデルの統合により、パーティクル枯渇問題・
誘拐ロボット問題を回避する効果を得た

⼤域的位置推定
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モデル１ モデル２

実験環境と
ロボット



• 過去、現在、未来を含めた状態の同時事後分布
をキューとして表現

• ベイズフィルタの拡張として表現できる
– フィルタリングに平滑化と予測を組み合わせた

逐次更新アルゴリズム

Discrete-event queueの定式化

RSJ2023で発表予定

シータ位相歳差の離散イベントキュー仮説に基づく⾃⼰位置推定
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